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○
住
宅
街
・
と
あ
る
家
の
前

一
軒
の
戸
建
て
。

家
の
前
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
伸
び
て
い
く
手
。

ボ
タ
ン
が
連
打
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
音
が
何
回
も
鳴
り

響
く
。

玄
関
ド
ア
が
開
き
、
中
か
ら
女
性
（40

）
が
顔
を
覗
か
せ

る
。

家
の
前
を
見
や
る
女
性
。

し
か
し
そ
こ
に
は
、
誰
も
い
な
い
。

○
同
・
路
上

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
走
っ
て
い
く
少
年
２
人
の
後
ろ

姿
。

大
吾M

「
こ
れ
は
、10

年
前
に
僕
が
経
験
し
た
、
あ
る
出
来
事
の
話
で
す
」

タ
イ
ト
ル
「
ピ
ン
ポ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
」

○
同
・
公
園

公
園
の
水
道
で
水
を
飲
む
大
吾
と
凛
。

大
吾
　
「
あ
の
女
の
人
の
顔
見
た
？
」

凛
　
　
「
見
た
見
た
。
不
思
議
そ
う
に
外
見
て
た
よ
な
。
笑
え
る
ー
」

大
吾M

「
当
時
小
学
４
年
生
だ
っ
た
私
は
い
た
ず
ら
っ
子
で
、
よ
く
友
人
と

見
知
ら
ぬ
家
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
連
打
し
て
走
り
去
る
、
い
わ
ゆ

る
ピ
ン
ポ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
」

○
同
・
路
上

歩
い
て
い
る
大
吾
と
凛
。

凛
　
　
「
次
、
ど
こ
に
す
る
？
」

大
吾
、
あ
る
家
を
指
差
す
。

大
吾
　
「
あ
そ
こ
は
？
」
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指
し
た
指
の
先
に
は
、
広
い
庭
の
あ
る
２
階
建
て
の
家
。

大
吾M

「
私
の
家
庭
は
貧
乏
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
腹
い
せ
か
、
私
が
狙
っ
て

い
た
の
は
、
い
つ
も
裕
福
な
人
が
住
ん
で
い
そ
う
な
大
き
な
家
で

し
た
」

凛
　
　
「
い
い
ね
」

大
吾M
「
そ
の
日
も
例
に
漏
れ
ず
、
大
き
な
庭
の
つ
い
た
家
を
狙
い
ま
し

た
」

○
同
・
家
の
前

表
札
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
お
り
読
め
な
い
。

大
吾
、
家
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
連
打
す
る
。

家
の
中
に
、
何
回
も
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
り
響
く
音
が
聞
こ

え
る
。

大
吾
と
凛
、
そ
の
場
か
ら
走
り
出
す
。

○
同
・
家
の
近
く
の
物
陰

大
吾
と
凛
、
家
か
ら
少
し
離
れ
、
家
の
玄
関
が
見
え
る
物
陰

に
隠
れ
、
玄
関
を
見
つ
め
る
。

し
か
し
、
家
か
ら
は
誰
も
出
て
こ
な
い
。

凛
　
　
「
留
守
か
？
」

大
吾
　
「
チ
ッ
。
つ
ま
ん
な
。
も
う
一
回
押
そ
」

２
人
、
家
へ
再
度
歩
き
出
す
。

と
、
突
然
勢
い
よ
く
「
ガ
チ
ャ
」
と
音
が
す
る
。

大
吾
・
凛
「
？
」大

吾
と
凛
、
音
の
方
を
向
く
と
、
必
死
の
形
相
を
し
た
老
人

が
、
走
っ
て
２
人
へ
向
か
っ
て
き
て
い
る
。

大
吾
と
凛
、
あ
わ
て
て
振
り
向
い
て
走
り
出
す
。

○
同
・
路
上

走
っ
て
い
る
大
吾
と
凛
。

大
吾
、
後
ろ
を
振
り
向
く
。
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老
人
が
追
い
か
け
て
き
て
い
る
。

そ
の
距
離
３
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。

大
吾
　
「
な
ん
な
ん
だ
よ
あ
い
つ…

.

！
」

凛
　
　
「
ど
う
す
る
？
」

大
吾
　
「
公
園
ま
で
逃
げ
よ
う
。
そ
し
た
ら
人
目
が
気
に
な
っ
て
、
あ
い
つ

追
っ
て
こ
れ
な
い
だ
ろ
」

凛
　
　
「
わ
か
っ
た
」

○
住
宅
街
・
公
園

多
く
の
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
。

大
吾
、
凛
、
公
園
に
到
着
す
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
頂
上
に
登
り
、
緊
張
し
た
顔
で
走
っ
て

き
た
方
向
を
み
る
２
人
。

老
人
は
来
て
い
な
い
。

大
吾
　
「
危
な
か
っ
た
ー
」

凛
　
　
「
怖
い
し
、
も
う
今
日
は
帰
ろ
う
ぜ
」

大
吾M

「
ま
た
ど
こ
か
で
老
人
に
遭
遇
す
る
と
面
倒
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
日

は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

○
大
吾
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
〜
玄
関
前
（
夜
）

大
吾
、
ソ
フ
ァ
に
寝
転
ん
で
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い

る
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
「
冷
蔵
庫
に
あ
る
皿
、
温
め
て
食
べ
て

ね 

マ
マ
」
と
書
か
れ
た
紙
が
置
い
て
あ
る
。

ス
マ
ホ
の
通
知
音
が
な
る
。

大
吾
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
を
開
く
と
、
凛
か
ら
「
帰
れ

た
？
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
て
い
る
。

「
も
ち
。
ま
た
明
日
な
」
と
返
信
す
る
大
吾
。

と
、
家
に
突
然
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
連
続
で
鳴
り
響
く
。

大
吾
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
画
面
を
見
に
い
く
。

画
面
に
は
誰
も
映
っ
て
い
な
い
。

大
吾
、
凛
に
、
「
悪
戯
す
ん
な
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
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と
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
り
響
く
。

大
吾
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
画
面
を
見
て
驚
い
た
顔
。

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
前
に
は
誰
も
立
っ
て
い
な
い
の
に
、
家
の

中
で
何
回
も
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
音
が
鳴
っ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
る
。

凛
か
ら
「
悪
戯
？
な
ん
の
こ
と
？
」
と
の
返
信
。

大
吾
、
ま
っ
す
ぐ
続
く
廊
下
の
先
に
あ
る
、
自
分
の
家
の
玄

関
ド
ア
を
の
ぞ
く
。

大
吾
、
玄
関
の
方
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
。

大
吾
、
玄
関
ド
ア
の
前
に
つ
く
。

息
を
呑
み
、
ド
ア
ス
コ
ー
プ
を
静
か
に
の
ぞ
く
。

ド
ア
の
前
に
は
、
誰
も
立
っ
て
い
な
い
。

大
吾
、
ド
ア
を
開
け
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
渡
り
廊
下
を
覗
く
。

人
気
の
い
な
い
廊
下
。

大
吾
、
ド
ア
を
閉
め
、
安
堵
の
息
を
す
る
。

と
、
部
屋
の
中
で
ポ
チ
ポ
チ
と
音
が
す
る
。

振
り
向
く
と
、
廊
下
の
奥
の
暗
が
り
で
、
顔
の
見
え
な
い
何

者
か
が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
前
に
立
ち
、
ボ
タ
ン
を
連
打
し
て

い
る
。

固
ま
る
大
吾
。

暗
が
り
の
影
が
、
連
打
し
て
い
た
指
を
止
め
る
。

息
を
の
む
大
吾
。

そ
の
影
の
主
（
老
人
）
が
、
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
大
吾
に
向
か
っ

て
く
る
。

叫
ぶ
大
吾
。

大
吾M

「
こ
れ
以
降
、
僕
は
ピ
ン
ポ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
を
や
め
ま
し
た
。
あ
の
老

人
は
、
一
体
誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
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